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普
賢
保
之
先
生
年
譜
・
著
述
目
録
等

　
　

◆
年
譜
等

　
　

昭
和
五
六
年
四
月 
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻　

修
士
課
程
入
学

　
　

昭
和
五
八
年
三
月 

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻　

修
士
課
程
修
了
（
修
士
）

　
　

昭
和
五
八
年
四
月 

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻　

博
士
課
程
入
学

　
　

昭
和
六
一
年
三
月 

龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
真
宗
学
専
攻　

博
士
課
程
退
学

　
　

昭
和
六
二
年
四
月 

龍
谷
大
学
非
常
勤
講
師　

平
安
高
校
非
常
勤
講
師
（
平
成
二
年
三
月
迄
）

　
　

平
成
二
年
四
月 

浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
助
手

　
　

平
成
六
年
四
月 

浄
土
真
宗
教
学
研
究
所
講
師　

中
央
仏
教
学
院
講
師

　
　

平
成
七
年
四
月 

京
都
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
八
年
迄
）

　
　

平
成
一
一
年
四
月 

龍
谷
大
学
文
学
部
特
定
任
用
講
師

　
　

平
成
一
四
年
四
月 

龍
谷
大
学
文
学
部
特
定
任
用
助
教
授

　
　

平
成
一
七
年
四
月 

龍
谷
大
学
文
学
部
特
別
任
用
教
授

　
　

平
成
一
九
年
四
月 

京
都
女
子
大
学
文
学
部
教
授
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平
成
二
〇
年
四
月 

京
都
女
子
大
学
宗
教
部
長
（
平
成
二
三
年
三
月
迄
）

 

京
都
女
子
大
学
宗
教
文
化
研
究
所
所
長
（
同
前
）

　
　

平
成
二
八
年
四
月 

京
都
女
子
大
学
宗
教
部
長
（
令
和
三
年
三
月
迄
）

 

京
都
女
子
大
学
宗
教
文
化
研
究
所
所
長
（
同
前
）

　
　

令
和
二
年
二
月 

本
願
寺
派
勧
学
を
授
与
さ
れ
る

　
　

令
和
三
年
三
月 

京
都
女
子
大
学
定
年
退
職

　
　

令
和
三
年
五
月 
京
都
女
子
大
学
名
誉
教
授

　
　

◆
著
述
目
録

学
術
論
文

　

〔
単
著
〕

　
　

真
俗
二
諦
の
研
究 
「
真
宗
研
究
会
紀
要
」
一
七
号 

一
九
八
四
年
三
月

　
　

親
鸞
聖
人
を
め
ぐ
る
社
会
的
実
践
論 

│
現
世
利
益
和
讃
を
縁
と
し
て
│

 

「
真
宗
研
究
会
紀
要
」
一
九
号 

一
九
八
六
年
三
月

　
　

信
と
社
会
的
実
践 

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
三
四 

一
九
八
六
年
三
月

　
　

親
鸞
聖
人
の
即
得
往
生
に
つ
い
て 

「
龍
谷
大
学
大
学
院
紀
要
」
八
集 

一
九
八
七
年
三
月

　
　

往
生
に
つ
い
て 

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
三
六 

一
九
八
七
年
一
二
月
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親
鸞
に
お
け
る
往
生
義 

「
真
宗
研
究
」
第
三
三
輯 

一
九
八
九
年
一
月

　
　

弥
勒
等
同
思
想
の
研
究 

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
三
八 

一
九
八
九
年
一
二
月

　
　
「
如
来
と
ひ
と
し
」
に
つ
い
て 

「
宗
学
院
論
集
」
六
二 

一
九
九
〇
年
三
月

　
　

還
相
回
向
と
常
行
大
悲
の
益 

『
親
鸞
と
人
間
』
（
「
│
光
華
会
宗
教
研
究
論
集
」
第
二
巻
）

 
 

一
九
九
二
年
四
月

　
　

親
鸞
に
お
け
る
八
番
問
答
の
受
容 

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
四
一 

一
九
九
二
年
一
二
月

　
　
「
如
来
と
ひ
と
し
」
に
つ
い
て 

│
特
に
『
末
燈
鈔
』
第
三
通
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
│

 

「
教
学
研
究
所
紀
要
」
二 

一
九
九
三
年
三
月

　
　

蓮
如
と
真
慧 

「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
四
三 

一
九
九
四
年
一
二
月

　
　

曇
鸞
に
お
け
る
八
番
問
答
の
意
義 

『
曇
鸞
の
世
界
』
（
論
註
研
究
会
編
） 

一
九
九
六
年
一
月

　
　
『
十
六
問
答
記
』
の
性
格 

『
蓮
如
』
（
教
学
研
究
所
） 

一
九
九
八
年
三
月

　
　

真
慧
上
人
の
教
学
的
特
徴 
「
真
宗
研
究
」
四
四 

二
〇
〇
〇
年
一
月

　
　
「
行
巻
」
に
お
け
る
称
名
破
満
釈
の
位
置 
「
龍
谷
大
学
論
集
」
四
五
六 

二
〇
〇
〇
年
七
月

　
　

中
山
寺
本
和
讃
の
特
徴
（
発
表
要
旨
） 

「
真
宗
学
」
一
〇
三 

二
〇
〇
一
年
一
月

　
　
「
讃
阿
弥
陀
仏
偈
和
讃
」
の
意
義 

『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
』
二
一 

二
〇
〇
一
年
三
月

　
　

浄
土
真
宗
に
お
け
る
年
回
法
要
の
意
義
に
つ
い
て 

「
教
学
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」 

二
〇
〇
一
年
三
月

　
　

念
仏
往
生
の
意
義 

「
真
宗
学
」
一
〇
五
・
一
〇
六 

二
〇
〇
二
年
三
月

　
　

存
覚
の
念
仏
往
生
説 

「
真
宗
学
」
一
〇
七 

二
〇
〇
三
年
一
月
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存
覚
に
お
け
る
教
学
的
特
徴 

│
『
持
名
鈔
』
・
『
女
人
往
生
聞
書
』
・
『
破
邪
顕
正
抄
』
に
つ
い
て
│

 

「
龍
谷
大
学
論
集
」
四
六
二 

二
〇
〇
三
年
七
月

　
　

親
鸞
の
如
来
観 

「
真
宗
学
」
一
〇
九
・
一
一
〇 

二
〇
〇
四
年
三
月

　
　

真
宗
に
お
け
る
「
い
の
り
」
の
意
義 

│
法
然
・
親
鸞
の
用
例
を
通
し
て
│

 

「
真
宗
学
」
一
一
一
・
一
一
二 

二
〇
〇
五
年
三
月

　
　

真
宗
か
ら
見
た
祈
り 

「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
七
〇 

二
〇
〇
五
年
九
月

　
　

法
然
に
お
け
る
謗
法
理
解 

「
龍
谷
大
学
論
集
」
四
九
六 

二
〇
〇
七
年
一
月

　
　

覚
如
に
お
け
る
信
因
称
報
の
意
義 

「
真
宗
研
究
」
五
三 

二
〇
〇
八
年
一
月

　
　

存
覚
と
『
選
択
集
』 

『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
』
二
七 

二
〇
〇
九
年
三
月

　
　

親
鸞
に
お
け
る
経
典
観 

『
経
典
と
は
何
か
（
一
）
│
仏
説
の
意
味
│
』

 

（
日
本
仏
教
学
会
編
） 

二
〇
一
一
年
九
月

　
　

覚
如
上
人
に
お
け
る
法
然
聖
人
・
親
鸞
聖
人
の
受
容 
『
『
教
行
信
証
』
の
研
究
』
二 

二
〇
一
二
年
八
月

　
　

浄
土
真
宗
に
お
け
る
自
死
の
問
題 
「
真
宗
研
究
」
五
七 

二
〇
一
三
年
一
月

　
　

法
然
教
学
の
伝
承 

「
真
宗
研
究
」
六
〇 

二
〇
一
六
年
一
月

　

〔
共
著
〕

　
　
『
末
燈
鈔
』
の
書
誌
学
に
つ
い
て 

『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
』
一
二 

一
九
九
三
年
三
月

　
　

今
、
浄
土
を
考
え
る
（
勧
学
寮
編
） 

本
願
寺
出
版
社 

二
〇
一
〇
年
五
月

　
　
『
浄
土
和
讃
講
義
』
の
翻
刻 

「
研
究
紀
要
」
二
七　

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
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二
〇
一
四
年
三
月

　
　
『
浄
土
和
讃
講
義
』
の
翻
刻
（
二
） 

「
研
究
紀
要
」
二
九　

京
都
女
子
大
学　

宗
教
・
文
化
研
究
所

 
 

二
〇
一
六
年
三
月

著
書

　

〔
単
著
〕

　
　

尊
号
真
像
銘
文
講
読 

永
田
文
昌
堂 

二
〇
〇
六
年
七
月

　
　

花
梨 

本
願
寺
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
四
月

　
　

本
当
の
幸
せ
と
は 

永
田
文
昌
堂 

二
〇
〇
九
年
九
月

　

〔
共
著
〕

　
　

新
編
安
心
論
題
綱
要
（
勧
学
寮
編
） 
本
願
寺
出
版
社 

一
九
八
二
年
五
月

　
　

浄
土
三
部
経
と
七
祖
の
教
え
（
勧
学
寮
編
） 

本
願
寺
出
版
社 

二
〇
〇
八
年
七
月

　
　

親
鸞
聖
人
の
教
え
（
勧
学
寮
編
） 

本
願
寺
出
版
社 

二
〇
一
七
年
四
月

そ
の
他

　

〔
単
著
〕

　
　

い
の
ち
の
栞 

本
願
寺
定
期
刊
行
物 
二
〇
二
一
年
三
月

　

〔
共
著
〕
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お
盆 

本
願
寺
定
期
刊
行
物 

二
〇
二
〇
年
七
月

　
　

秋
彼
岸 

本
願
寺
定
期
刊
行
物 

二
〇
二
〇
年
九
月

　
　

報
恩
講 

本
願
寺
定
期
刊
行
物 

二
〇
二
〇
年
十
一
月

　
　

春
彼
岸 

本
願
寺
定
期
刊
行
物 

二
〇
二
一
年
三
月
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今
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。
よ
く
知
り
合
い
の
方
か
ら
退
職
し
て
寂
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、と
尋
ね
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
寂
し
い
と
い
う
感
情
は
湧
い
て
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
よ
り
も
安
堵
感
の
方
が
勝
っ
て
い
ま
す
。
退
職
後
一
週
間
は
睡
魔
に
襲
わ
れ
、

毎
日
昼
寝
な
ど
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

私
は
徳
永
道
雄
先
生
の
後
任
と
し
て
京
都
女
子
大
学
に
着
任
し
ま
し
た
。
徳
永
先
生
は
今
で
は
数
少
な
い
所
謂
名
物
教
授
で
し
た
。
ド

ス
の
き
い
た
低
い
声
で
魅
力
的
な
講
義
を
さ
れ
る
た
め
、
沢
山
の
フ
ァ
ン
が
い
た
一
方
で
、
先
生
の
声
に
怯
え
単
位
取
得
を
一
年
先
延
ば

し
に
し
て
、
私
が
担
当
す
る
ク
ラ
ス
に
登
録
す
る
学
生
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
し
た
。
着
任
当
初
は
徳
永
先
生
の
声
に
怯
え
る
子
羊
た
ち
の

受
け
皿
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

国
文
学
科
の
学
生
は
本
学
の
象
徴
的
な
存
在
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。
大
人
し
く
て
何
事
に
も
真
面
目
に
取
り
組
み
、
受
講
態

度
も
良
く
、
礼
拝
の
時
間
で
も
真
面
目
に
仏
参
に
臨
み
、
私
が
注
意
す
る
場
面
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
寧
ろ
学
生
達
の
態
度
に
感

心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
建
設
的
な
意
見
は
あ
っ

女
子
大
國
お　

第
百
六
十
九
号　

令
和
三
年
九
月
三
十
日

退
職
し
て
思
う
こ
と

普

賢

保

之
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て
も
、
私
を
誹
謗
中
傷
す
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
件
を
あ
る
国
文
学
科
の
卒
業
生
に
話
す
と
、
「
私
は

授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ど
の
先
生
に
も
全
て
、
評
価
５
に
丸
を
付
け
ま
し
た
。
受
講
す
る
側
が
先
生
を
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
教
育
は
サ
ー
ビ
ス
だ
と
考
え
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
私
は
教

育
が
サ
ー
ビ
ス
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
些
か
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
私
が
学
生
時
代
の
話
で
す
。
あ
る
先
生
の
講
義
は
い
つ
も
教
室
が
一

杯
に
な
り
、
立
っ
て
受
講
す
る
学
生
も
い
ま
し
た
。
先
生
が
優
し
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
寄
り
が
た
く
て
威
厳
の
あ
る
先
生

で
し
た
。
そ
の
先
生
の
講
義
を
聞
き
た
く
て
他
大
学
か
ら
も
や
っ
て
来
る
程
で
し
た
。
あ
る
日
の
講
義
後
、
前
列
に
座
っ
て
い
た
学
生
が

先
生
の
所
に
質
問
に
行
き
ま
し
た
。
私
も
近
く
で
そ
の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。
学
生
の
質
問
を
聞
い
た
先
生
は
一
言
「
君
は
勉
強
し
て

い
な
い
か
ら
、
そ
ん
な
質
問
を
す
る
。
勉
強
し
て
か
ら
質
問
に
来
な
さ
い
。
」
と
一
蹴
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
言
葉
に
抗
議
す
る
学
生
は
誰

一
人
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
皆
、気
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
か
ら
五
十
年
近
く
前
の
話
で
す
が
、

私
は
こ
こ
に
大
学
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
る
思
い
が
し
ま
す
。

　

日
本
浄
土
教
の
樹
立
者
と
仰
が
れ
る
源
信
僧
都
は
、
そ
の
主
著
『
往
生
要
集
』
の
中
で
、
「
雨
の
堕
つ
る
に
、
山
の
頂
に
と
ど
ま
ら
ず
し

て
か
な
ら
ず
下
れ
る
処
に
帰
す
る
が
ご
と
し
。
も
し
人
、
驕
心
を
も
つ
て
み
づ
か
ら
高
く
す
れ
ば
、
す
な
は
ち
法
水
入
ら
ず
。
も
し
善
師

を
恭
敬
す
れ
ば
、
功
徳
こ
れ
に
帰
す
。
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
言
葉
は
様
々
な
場
面
に
通
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
を

高
く
す
れ
ば
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
先
生
と
の
出
遇
い
が
あ
っ
て
も
、
先
生
の
話
す
内
容
は
自
分
の
中
に
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
。
自
身

を
ど
の
場
所
に
置
く
か
に
よ
っ
て
、吸
収
で
き
る
も
の
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
身
を
高
く
位
置
づ
け
て
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
、

今
後
の
人
生
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で
す
。

　

私
は
着
任
し
て
三
年
目
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
、
発
声
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
大
き
な
声
で
、
し
か
も
早
口
で
喋
る

方
で
し
た
が
、
徐
々
に
発
声
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
あ
る
日
の
講
義
は
、
特
に
発
声
が
ま
ま
な
ら
ず
、
絞
り
出
す
よ
う
に
声
を
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出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
受
講
生
に
、
「
聞
き
取
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
講
義
終
了
後
に
各
自
質
問
を
受
付
け
ま
す
の
で
、
私
の

所
ま
で
来
て
下
さ
い
。
」
と
伝
え
ま
し
た
。
す
る
と
ひ
と
り
の
学
生
が
、
講
義
終
了
後
提
出
し
た
出
席
カ
ー
ド
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。「
私
た
ち
は
先
生
の
元
気
な
頃
を
知
り
ま
せ
ん
。
声
を
出
し
に
く
そ
う
に
話
す
の
が
普
賢
先
生
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
生
が
お
っ

し
ゃ
る
ほ
ど
聞
き
取
り
に
く
く
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
内
容
も
理
解
も
で
き
ま
す
。
」
と
あ
り
ま
し
た
。
何
と
も
有
り
難
い
言
葉
で
し
た
。
涙

が
出
そ
う
な
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
体
調
を
心
配
し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
か
ら
も
、
さ
り
気
な
く
言
葉
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
元
気
な
頃
と
変
わ
り
な
く
接
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
有
り
難
い
こ
と
で
し
た
。

　

国
文
学
科
の
先
生
に
は
、
毎
年
必
ず
宗
教
文
化
研
究
所
主
催
の
懸
賞
論
文
の
審
査
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
お
忙
し
い
中
、
い
つ
も
快

く
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
審
査
に
加
わ
っ
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
が
、
国
文
学
科
の
先
生
と
評
価
が
ほ
ぼ
一
致
し
た
こ

と
が
二
回
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
専
門
は
違
っ
て
も
着
眼
点
は
同
じ
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
あ
る
先
生
か
ら
、
そ
の
年
最
高
の
評
価
を
貰
っ

た
学
生
の
論
文
に
つ
い
て
、
「
私
に
は
あ
ん
な
宗
教
論
文
は
書
け
な
い
。
素
晴
ら
し
い
感
性
だ
。
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
我
が
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

卒
論
試
問
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
ゼ
ミ
担
当
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
副
査
と
し
て
試
問
に
当
た
り
ま
し
た
。
ゼ

ミ
の
先
生
に
よ
っ
て
、
学
生
の
雰
囲
気
が
違
う
の
も
興
味
深
い
こ
と
で
し
た
。
あ
る
先
生
は
、
学
生
の
取
り
上
げ
た
作
品
に
、
ご
自
身
も

興
味
を
示
さ
れ
「
私
は
こ
う
思
う
ん
だ
け
ど
君
は
ど
う
思
う
？
」と
嬉
し
そ
う
に
語
り
か
け
て
お
ら
れ
た
姿
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
色
々

な
タ
イ
プ
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
は
先
生
方
の
個
性
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
は
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
講
義
を
受
け
、
卒

論
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
真
摯
に
取
り
組
め
ば
取
り
組
む
ほ
ど
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

退
職
後
の
生
活
は
早
朝
に
起
床
し
、
来
年
五
月
ま
で
に
書
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
専
門
書
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
在
職

中
と
は
違
い
、
自
分
の
仕
事
だ
け
に
集
中
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
に
書
き
溜
め
た
原
稿
を
も
と
に
、
異
分
野
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の
先
生
と
コ
ラ
ボ
し
て
一
冊
の
本
に
纏
め
る
話
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

学
業
に
打
ち
込
め
る
贅
沢
な
時
間
は
、
今
後
恐
ら
く
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
今
、
与
え
ら
れ
た
時
間
を
大
切
に
過
ご
し
て

下
さ
い
。
私
も
残
さ
れ
た
時
間
を
自
分
の
た
め
に
大
切
に
使
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
そ
れ
が
人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
大
変
有
り
難
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
先
生
方
を
初
め
多
く
の
方
々
の
こ
れ
ま
で
の
ご
厚
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
本
学
名
誉
教
授
）


